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今
寮
苧
，

a-

鹿皐隠

間信用途端域z荷
役
所
は
、
次
的
と
お
り

批
判
貝
町
募
総
艇
を
行
な
い
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
お
申
し
込

み
〈
だ
き
い

e

軍
採
用
臨
制
緩
お
よ
び
人
負

一
般
事
務
機
関
問
問
均
一
ナ
十
名

V

品問検出
R
絡

①
大
学
E

媛
大
卒
業
者
は
、

飽
和
-
一
十
次
第
間
関
月
一
品
設

以
降
に
生
ま
れ
れ
九
議

②
高
等
学
校
卒
業
の
考
‘
ま

た
は
ニ
れ
と
関
門
等
以
上
の

ゆ
ナ
カ
を
有
す
る
教
は
、
昭

和
…
…
↓
六
年
限
月
二
詩
以

降
に
珠
山
ま
れ
た
者

ゆ
率
一
夜
に
義
仲
叫
す
る
者
ま
た

H
H

噛
嫡
齢
制
可
銘
な
鵠
靴
附
悶
に
筏

往
す
る
と
総
め
る
考

校最い人をま ~mリ討 をら務求に求
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曹

v
持
噛
蹄

①
大
卒
初
付
開
砧
特

行ぺ，一

品W
阿
蹴
火
本
初
任
給

om門

③
府
間
半
初
任
鈴

五
一
九
0
0

制
間
七
五

O

問問一川一七

0
0

m門

③
そ
の
総
絡
手
当
士
特

V

受
験
手
続

mw
殺
し
込
み
間
期
総
は
、
京
役
所

人
務
総
で
交
付
し
ま
す
@

②
申
し
込
み
問
問
叫
軌
を
郵
便
で
綴

人
口
や
串
油
業
が
篠
山
叩
L
R
さ

ま
ざ
ま
な
約
ぬ
が
行
な
わ
れ
る

抑
制
市
で
は
.
絞
っ
て
お
く
と
、

い
ろ
い
ろ
内
用
途
や
郡
山
絵
師
建

物
が
.
腕
山
牧
停
に
摺
出
俊
し
‘
そ

の
結
果
‘
綴
影
、
怒
臭
、
経
期
間

品
問
市
滑
な
ど
に
よ
り
然
活
潔
績
が

悪
化
す
る
は
か
り
で
な
〈
、
生

産
、
交
通
、
レ
ク
リ
ェ

l
シ
3

シ
主
ど
的
都
中
市
内
機
能
が
混
乱

L
-
ル
は
み
に
く
い
不
便
な
衡
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
裁
ニ
ら
な
い
よ
う
に
、
袖
鵠
帆
切

を
建
て
る
川
崎
A
u
に
、
お
刊
紙
い
い
い

守
る
べ
き
最
品
川
以
内
ん

i
“申告

決
め
た
も
の
が
用
途
山
地
滅
的
都

中
市
計
爾
で
す

6

p
p
β
 

仙
嶋
陥
端
、
治
区
の
波
紋
に
あ
た

っ
て
は
、
次
的
湿
っ
の
日
制
除
を

怒
め
て
お
り
ま
す
。

門
快
波
注
〕

仲
間
窓
側
峨
械
情
的
保
護
、
-
育
成
を

主
絞
と
し
、
削
明
途
の
純
化
を

ほ
か
る
。

〔
利
便
然
〕

波
正
な
酔
官
僚
・
形
態
的
税
制

に
よ
り
、
都
市
議
設
と
内
務

釈
を
は
か
る
。

〔
機
能
糾
M
M

将
来
の
封
州
市
、
前
品
則
的
進
展
に

叫
河
内
助
し
た
土
地
羽
織
の
縫
成

を
は
か
る
合

門
安
全
殺
w

・
中
心
中
市
街
柏
崎
に
つ
い
て
は
、

終
に
機
市
防
災
の
強
泌
を
は

か
る
。の

う
ち
、
柏
村
に
人
間
尊
議
、

場
内
洛
優
先
的
ぬ
ふ
幼
か
ら
往
磯
崎
明

的
態
備
に
カ
を
入
れ
、
住
宅
地

と
し
て
制
作
潟
す
る
と
こ
ろ
は
、

で
き
る
限

q
、
ル
出
毘
相
-
一
専
用
線
欲

的
総
出
品
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
閥
抗
田
阿
波
に
あ
っ
て

特
に
、
融
閣
議
総
設
等
師
創
刊
際
的

冷
地
砲
を
阿
国
る
ベ
普
段
竣
ま
た
は
、

仲
民
議
後
織
な
ど
計
制
問
仙
川
市
街
絡

に
お
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
坐
ン

タ
1
等
自
営
機
関
絡
時
倒
的
集
中

し
て
い
る
広
域
な
ど
は
、
拙
間
観

的
に
品
開
縁
地
域
あ
る
い
は
役
時
畔

期
開
業
地
域
的
格
制
緩
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
経
近
は
自
殺
開
問
泌
が

多
く
の
執
問
鵡
酬
を
よ
ん
で
い
ま
す

が
、
新
し
い
議
総
務
準
法
で
は

仲
間
際
線
務
総
憶
に
は
齢
制
絞
め
北

側
に
斜
線
制
制
限
を
設
け
、
日
間
関

に
制
札
惜
砲
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

級
制
加
子
市
辻
、
銭
外
仲
協
議
地

主
し
て
的
太
織
の
利
岡
市
ぬ
絡
が

官
附
い
た
め
、
校
総
織
の
罰
則
開
条

件
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
、

海
波
線
機
の
ほ
か
に
衡
燦
柏
崎
間
棋

を
指
定
し
て
数
柏
崎
町
北
術
開
に
つ

い
て
綾
絡
の
潟
訪
を
総
際
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
@

な
お
、
官
州
出
成
地
区
決
定
h
h

燃

す
る
詳
し
い
出
内
務
に
つ
い
て
は
、

別
泌
総
糾
問
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
こ
焚
く
だ
幸
い
。

縦

覧

期

間

は

六
月
十
一
一
一
門
ね
か
ら
六
同
月
二
十
六
日
ま
で

同
地
時
期
同
地
域
内
線
治
札
削
減
を
決

め
る
手
続
き
に
つ
い
て
は
曹
品
期

後
・
地
区
波
蕊
終
始
常
号
で
お
知

ら
せ
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
反
検
事
せ
る
た
め
、
公
臨
時
会

や
説
明
会
主
ど
を
行
な
い
ま
し

た
こ
れ
ら
に
お
い
て
磯
山
仙
寺
れ

た
意
見
等
を
考
噛
思
し
て
申
棋
を
作

り
ま
し
た
の
明
、
、
抑
制
衛
計
百
聞
淡

第
十
七
条
第
一
項
町
胡
ゃ
い
止
に
よ
'

り
、
友
殺
の
と
お
号
綴
酌
説
い
た

し
ま
す
。

て
級
官
巾
計
一
期
的
綴
綴

φ
市
街
化
反
…
後
お
よ
ぴ
中
市
街
開
化

側
附
鐙
区
域

田
川
ぷ
は
泡
地
液
晶
隣
家
数
に
間
関

す
る
法
律
恥
に
基
づ
〈
、
議

議
認
可
を
臨
叫
に
う
け
た
五
十

ヘ
ク
タ
!
ル
以
上
的
市
街
化

区
域
に
隊
悼
惜
す
る
区
域
絡
を
、

料
相
た
に
市
協
同
化
促
妓
に
柄
欄
人

4
ヲ
ヌ
マ

A

甲
府
漁
治
相
城

建
築
萎
滋
・
淡
的
改
正
に
仰
げ
す

う
、
新
用
途
柏
崎
滅
的
街
定
。

令
官
開
成
柏
崎
町
民

新
用
地
陣
織
滅
的
指
定
と
問
問
時

に
住
宅
織
の
日
幾
り
を
よ
く

す
る
た
め
、
第
二
機
住
総
+
専

~a客崎鈴味合t
500入響力自 'f

去
る
五
月
十
一
一
一

E
に
行
な
わ

れ
た
第
二
閉
校
様
子
市
ふ
な
約

号
ふ
入
会
は
、
字
削
明
か
ら
火
入
と

子
ど
も
の
ど
く
さ
ん
の
太
ベ
ム
綴
が
、

白
後
の
滋
を
蹴
闘
い
A

甘
い
ま
し
た
。

添
い
に
も
好
い
炎
気
に
恵
ま

れ
れ
、
酬
明
か
い
偶
蹄
ぎ

L
を
浴
び
、

約
ん
び
り
と
議
し
い
一
誌
を
綴

ず
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

火
会
は
、
災
孫
マ
ず
京
市
、
決
孫
子

中
市
観
問
先
協
会
お
よ
び
我
孫
子
市

必
然
迷
合
会
的
終
憾
に
よ
る
も

の
?
入
朴
政
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

λ
γ
ι
i
υ
1
7
A
V
A
I
O
V
A
-
υ
I
o
v
h
q
 

雨
明
地
域
と
仲
間
縁
地
域
に
高
波

線
院
を
指
定

n

A
V
準
附
問
先
柏
崎
柏
崎

商
業
絶
滅
と
、
容
積
率
三
の

ひ
%
以
上
の
汲
隊
商
業
地
紋

ゆ
向
暫
定
。

探
な
お
、
冊
中
附
附
火
地
域
内

rは

地
燃
を
体
聞
く
問
問
料
叫
が
間
関
以
上
で

あ
る
綴
築
物
、
叉
H
H
M
叫
べ
源
開
績

が
千
五

W
W↑
方
メ
ー
ト
ん
を
こ

え
る
建
築
絞
は
紛
火
建
築
物
と

し
仙
川
織
を
悼
怖
く
総
数
が
一
一
で
品

る
建
築
物
、
又
は
援
ぺ
縦
訓
摘
が

五
百
平
方
〆

i
ト
ん
を
こ
え
千

五
い
府
予
万
メ
ー
ト
ル
以
下
の
擦

築
物
は
綴
火
建
築
物
、
一
凡
は
紡

易
品
翻
火
時
幅
緩
物
と
し
な
け
れ
ば

令
ら
な
い
な
ど
の
後
築
物
的
総

拙
慨
が
行
な
わ
れ
ま
す
e

二
、
終
絞
鴻
叫
問

千
生
市
議
庁
抑
制
中
申
お
計
画
談

後
滋
子
市
役
所
総
数
総
務

市
山
町
一
隊
総
(
千
葉
県
我
孫
子

市
我
孫
子
…
八
五
八
番
線
)

一
二
、
後
蕊
抑
制
問

.822 

晶
甲
子
ど
も
の
都

蹴
出
勝
有
線
光
一
松
戸
市
小

尚
三
ニ
ハ
〉
{
子
。
↓
…
臼
M

，)

挙
後
勝
小
島
一
止
W

骨
組
叫
滋
子

市
側
制
作
仙
台
三

i
十
六

l
一ニ

ヌ
泣
間
関
口
滋

A
V
大
人
の
部

属
慌
時
特
柳
除
品
作
松
一
問
中
市
泳
相
官

一
戸
…
一
十

a
iム
ハ
(
川
礼
子
二
十
日
刊
)

泳
縦
臨
時
丸
山
晃
ゑ
紋
手
市

{開山同一一

l
五

三
位
稲
淡
繍
摘
だ
我
孫
子
市

中
締
一
三
隠
滅

昭
和
特
約
十
八
年
六
月
十
一
一
一
日

か
ら
、
六
月
一
一
十
六
日
ま
で

問
問
‘
梅
品
問
凡
惑
の
提
出

都
市
鈴
緩
め
案
に
つ
い
て
御

窓
兇
の
あ
る

H-
ま
た
は
創
刊

察
側
関
係
の
あ
る
方
は
燈
見
書

ま
た
、
意
見
畿
の
祭
出
尚
閣
制
限

は
緩
和
四
十
八
年
六
月
二
十

六
円
口
〈
訓
郡
送
の
場
合
は
幾
何
自

治
印
有
効
〉
ま

P
で
す
a

な
お
、
意
見
設
は
我
孫
子
市

役
緩
で
受
付
け
ま
す
め
で
、

布
役
所
に
復
縁
持
血
書
す
る
か

綴
送
で
お
紛
い
し
ま
す
。
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